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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年 5 月 8日に公表いたしました 2025 年 3 月期の業績予想につきまして、2024 年

8 月 13 日開催の取締役会において、以下のとおり修正することを決議しましたので、お知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．2025 年 3 月期 連結業績予想数値の修正（2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

 売 上 収 益 事 業 利 益 営 業 利 益 税引前利益 当 期 利 益 

親会社の所有

者に帰属する 

当 期 利 益 

基 本 的 

1 株当たり 

当 期 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

40,000 

百万円 

2,790 

百万円 

2,790 

百万円 

3,210 

百万円 

2,660 

百万円 

2,630 

円 銭 

227.63 

今回修正予想（Ｂ） 39,070 2,400 2,400 2,800 2,370 2,340 202.56 

増減額（Ｂ－Ａ） △930 △390 △390 △410 △290 △290 － 

増 減 率 （ ％ ） △2.3 △14.0 △14.0 △12.8 △10.9 △11.0 － 

（参考）前期実績 
（2024 年 3 月期） 34,218 2,543 20,697 20,582 14,167 14,146 1,224.49 

 

２．2025 年 3 月期 第 2四半期累計期間 連結業績予想数値の修正 

（2024 年 4 月 1日～2024 年 9 月 30 日） 

 売 上 収 益 事 業 利 益 営 業 利 益 税引前利益 中 間 利 益 

親会社の所有

者に帰属する 

中 間 利 益 

基 本 的 

1 株当たり 

中 間 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

19,030 

百万円 

1,340 

百万円 

1,340 

百万円 

1,540 

百万円 

1,480 

百万円 

1,470 

円 銭 

127.20 

今回修正予想（Ｂ） 18,100 940 940 1,120 830 820 70.98 

増減額（Ｂ－Ａ） △930 △400 △400 △420 △650 △650 － 

増 減 率 （ ％ ） △4.9 △29.9 △29.9 △27.3 △43.9 △44.2 － 

(参考) 

前期第 2 四半期実績 

(2024 年 3 月期 

第 2 四半期) 

16,988 1,365 19,519 19,281 13,152 13,138 1,139.38 



 

３．修正の理由 

2025 年 3 月期第 1 四半期の業績は、前年度の子会社買収の効果により対前年同四半期比で増

収となりましたが、既存事業については、減収・減益となっております。この様な状況を踏まえ、

第 2 四半期累計期間及び通期の業績予想を再度精査した結果、上記のような予想となりました

ので、第 2四半期累計期間及び通期の業績予想を修正させていただきます。 

第 2四半期累計期間におきましては、前期に買収した子会社が業績に貢献するものの、前第 4

四半期における受注不足や人件費等の費用増加の影響で、売上収益・事業利益ともに当初の予想

を下回る見込みです。一方で、下半期につきましては、当第 1 四半期の受注が堅調であることや

費用増加の売価等への反映も進むと考えられることから、当初予想通りの業績が上げられると

見込んでいます。従いまして、通期の業績予想は、第 2四半期累計期間の未達額が概ね残ります

が、未達額の拡大は無いと見込んでおります。 

また、第 2 四半期累計期間の四半期利益につきまして、当初予想では期初に吸収合併した子

会社が有する繰越欠損金に対応する繰延税金資産の計上を満額見込んでおりましたが、IFRS に

おいては年間を通じて認識する方法がより望ましい方法であることから、当第 1 四半期は後者

の方法で計上しており、第 2 四半期累計期間の四半期利益についても同様の方法で見込んでお

ります。結果として、当初予想に比べ第 2四半期累計期間の四半期利益が大きく減少しておりま

すが、通期においてこの処理の変更の影響は解消されます。 

以 上 


